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１【提出理由】

当社は、2024年3月26日の定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の5第4項

及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第2項第9号の2の規定に基づき、本報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

2024年3月26日

 

(2) 決議事項の内容

 
＜会社提案（第1号議案から第3号議案まで）＞

第1号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）6名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除く。）として、吉野公一郎、相川法男、澤匡明、山本詠美、有村昭典、

及び鈴木香の6名を選任する。

 

第2号議案　監査等委員である取締役4名選任の件

監査等委員である取締役として、有田篤雄、小笠原嗣朗、髙柳輝夫及び松井隆雄の4名を選任する。

 

第3号議案　取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する事後交付型業績連動型株式報酬

に係る報酬決定の件

取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対し、事後交付型業績連動型株式報酬（パ

フォーマンス・シェア・ユニット、以下「本制度」という。）の付与のための報酬の限度額を新たに設定し、

2022年3月26日開催の第17回定時株主総会において決議した譲渡制限付株式の付与のために支給する金銭報酬の限

度額を廃止する。本制度に基づき対象取締役に交付する株式数は年200,000株以内、支給する金銭報酬債権の額は

年額2億円以内とする。

 

＜株主提案（第4号議案から第7号議案まで）＞

第4号議案　今期において全取締役（監査等委員を除く）の役員固定報酬の30％を削減する。

 
第5号議案　今期において業績連動報酬等の停止をする。

 
第6号議案　今期において監査等委員である取締役の役員固定報酬の30％を削減する。

 
第7号議案　今期において全取締役の譲渡制限付株式報酬制度の停止をする。
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(3) 決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並

びに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果及び
賛成(反対)割合

(％)

第1号議案    

(注)1

  

吉野　公一郎 68,262 21,398 ― 可決 72.97

相川　法男 72,226 17,434 ― 可決 77.21

澤　　匡明 78,604 11,056 ― 可決 84.03

山本　詠美 67,416 22,244 ― 可決 72.07

有村　昭典 76,502 13,158 ― 可決 81.78

鈴木　香 77,361 12,299 ― 可決 82.70

第2号議案    

(注)1

  

有田　篤雄 66,077 23,595 ― 可決 70.63

小笠原　嗣朗 66,031 23,641 ― 可決 70.58

髙柳　輝夫 68,501 21,171 ― 可決 73.22

松井　隆雄 70,928 18,744 ― 可決 75.81

第3号議案 63,590 26,082 ― (注)2 可決 67.97

第4号議案 37,130 52,542 ― (注)2 否決 39.69

第5号議案 35,058 54,614 ― (注)2 否決 37.47

第6号議案 37,162 52,510 ― (注)2 否決 39.72
 

(注)1.  議決権を行使することができる株主の議決権の3分の1以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議決

権の過半数の賛成による。

(注)2． 出席した株主の議決権の過半数の賛成による。

(注)3.　 第7号議案については、第3号議案が成立した結果、2020年3月26日開催の第17回定時株主総会において導入

した譲渡制限付株式報酬制度が廃止されたことに伴い、議案の内容が不適法となったため、採決を行ってい

ない。

 

(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分及び委任状提出並びに当日出席の一部の株主のうち賛否に関して確認できたものを

合計したことにより、決議事項の可決又は否決が明らかになったため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対

及び棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。
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